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の

概
観

愛
媛
県
の
中
南
部
、
上
浮
穴
郡
の
北
西
に
位
す
る
久
万
町
は
、
四
国
山
地
に
囲
ま

れ
た
東
経
一
三
二
度
五
五
分
、
北
緯
三
三
度
四
一
分
に
あ
り
、
標
高
四
〇
〇
㍍
̃
八

〇
〇
㍍
の
高
原
の
町
で
あ
る
。

現
在
の
久
万
町
の
中
心
部
は
昔
の
久
万
町
村
で
、
大
宝
寺
の
門
前
町
・
土
佐
街
道

の
宿
場
町
と
し
て
発
達
し
た
が
、
明
治
二
二
年
の
町
村
制
で
、
上
野
尻
・
下
野
尻
を

合
わ
せ
て
村
制
を
し
き
、
三
四
年
に
久
万
町
と
な
っ
た
。
大
正
一
三
年
二
月
に
菅
生

村
、
昭
和
一
八
年
九
月
に
明
神
村
を
合
わ
せ
、
昭
和
二
八
年
に
は
じ
ま
る
町
村
合
併

の
動
き
の
中
で
、
三
四
年
に
川
瀬
村
、
父
二
峰
村
と
美
川
村
横
谷
を
合
併
し
、
面
積

一
五
六
・
一
平
方
㌔
㍍
と
県
内
町
村
で
も
三
番
目
に
広
い
面
積
を
有
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
合
併
当
時
、
人
口
一
四
九
七
九
人
、
世
帯
数
三
二
六
〇
戸
で
あ
っ
た
も
の

が
、
近
年
の
激
し
い
過
疎
化
に
伴
い
、
現
在
で
は
人
口
八
四
九
三
人
、
世
帯
数
三
〇

一
六
戸
(
昭
和
六
二
年
三
月
)
と
な
っ
て
い
る
。

久
万
町
の
形
状
は
、
ほ
ぼ
長
方
形
で
三
通
の
山
脈
が
町
内
を
南
北
に
走
り
、
久
万

畑
野
川
・
直
瀬
・
父
二
峰
の
四
盆
地
に
分
け
ら
れ
る
。

こ
の
盆
地
を
流
れ
る
四
つ
の
川
は
と
も
に
仁
淀
川
の
上
流
を
な
し
て
い
て
、
山
村

に
し
て
は
耕
地
の
占
め
る
割
合
が
比
較
的
大
き
い
。
更
に
こ
の
耕
地
は
畑
よ
り
も
田

の
面
積
の
方
が
広
く
一
部
平
坦
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
ほ
と
ん
ど
北
東
か
ら
南
西
に
向

か
っ
て
傾
斜
し
、
地
味
は
お
お
む
ね
肥
沃
で
あ
り
、
上
浮
穴
郡
の
穀
倉
と
も
呼
ば
れ

る
。

畑野川盆地

久万・明神盆地
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久
万
町
は
、
周
囲
を
山
に
囲
ま
れ
て
い
て
、
北
は
温
泉
郡
・
北
西
は
松
山
市
・
西

は
伊
予
郡
・
南
西
は
小
田
町
・
南
東
は
美
川
村
・
北
東
は
面
河
村
に
接
し
、
上
浮
穴

郡
の
産
業
・
経
済
・
文
化
・
交
通
の
中
心
地
で
あ
る
。
例
え
ば
愛
媛
県
松
山
地
方
局

久
万
出
張
所
・
愛
媛
県
農
業
試
験
場
久
万
試
験
地
・
上
浮
穴
高
等
学
校
・
久
万
警
察

署
・
上
浮
穴
郡
町
村
会
・
松
山
地
方
法
務
局
久
万
出
張
所
・
農
政
局
愛
媛
統
計
情
報

事
務
所
久
万
出
張
所
・
愛
媛
食
糧
事
務
所
久
万
分
室
・
N
T
T
久
万
電
報
電
話
局
・

伊
予
銀
行
・
愛
媛
信
用
金
庫
・
愛
媛
銀
行
の
各
支
店
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
交
通
面
で
は
、
J
B
久
万
駅
・
伊
予
鉄
久
万
出
張
所
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
発

着
す
る
バ
ス
に
よ
っ
て
郡
内
各
地
を
結
ん
で
い
る
。
更
に
町
内
を
縦
断
す
る
国
道
三

三
号
線
に
よ
っ
て
、
久
万
̃
松
山
間
三
五
・
六
㌔
㍍
を
一
時
間
足
ら
ず
、
久
万
̃
高

知
間
八
四
・
五
㌔
㍍
を
二
時
間
余
り
で
結
び
、
松
山
へ
の
通
学
・
通
勤
者
も
年
々
増

え
、
松
山
市
の
衛
星
町
・
近
郊
町
と
し
て
の
役
割
を
強
め
て
い
る
。
ま
た
旧
道
を
中

心
に
発
展
し
て
い
た
商
店
街
も
新
道
側
へ
と
移
転
し
、
新
興
商
店
の
進
出
と
相
ま
っ

て
町
の
形
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
久
万
町
の
主
産
業
は
農
林
業
で
あ
る
が
、
こ
こ
二
〇
数
年
、
第
一
次
産
業
は

大
き
く
後
退
し
て
き
た
。
耕
地
面
積
は
昭
和
四
〇
年
に
一
、
一
二
〇
㌶
で
あ
っ
た
も

の
が
昭
和
六
〇
年
に
は
八
四
三
㌶
と
二
七
%
減
少
し
、
そ
の
間
農
家
戸
数
も
一
九
一

七
戸
か
ら
一
三
三
四
戸
と
六
九
%
の
残
存
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
四
〇
年
以
降
、
水
田
の
ほ
場
整
備
に
重
点
投
資
が
継
続
さ
れ
、
四
五
年
に
米

の
過
剰
問
題
を
契
機
に
、
夏
秋
ト
マ
ト
を
中
心
と
す
る
高
原
野
菜
の
主
産
地
つ
く
り

が
農
協
と
町
の
一
体
的
指
導
で
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
み
せ
、
銘
柄
産
地
へ
の
地
位
を

固
め
て
き
た
。

ま
た
、
直
瀬
地
区
に
昭
和
四
〇
年
に
創
設
さ
れ
た
県
経
済
連
の
和
牛
育
成
場
に
は
、

五
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昭和60年の耕地面積

水田549ha-65. 1%

畑196ha-23.3%

樹園98ha-11.6%

経営別耕地面積

昭和40年

産業就業人口の割合

既
に
一
〇
〇
〇
頭
を
越
え
る
和
牛
の
飼
育
が
な
さ
れ
、
最
新
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
技
術
に
よ
る
繁
殖
実
験
の
成
功
な
ど
、
自
由
化
で
厳
し
い
畜
産
に
大
き
な
光

明
を
与
え
て
い
る
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
以
来
「
林
業
主
産
地
形
成
」

に
向
け
て
官
民
あ
げ
て
全

力
で
当
た
っ
て
き
て
お
り
、
政
府
の
発
刊
す
る

「
林
業
白
書
」

に
も
久
万
林
業
の
名

が
で
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
上
浮
穴
郡
は
、
気
温
・
降
水
量
と
も
に
森
林
生
育
に

最
適
の
条
件
に
あ
り
、
す
ぼ
ら
し
い
林
柏
と
は
た
の
美
し
い
丸
太
の
生
育
に
恵
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
近
年
に
至
り
、
外
材
の
進
出
、
住
宅
建
設
の
停
滞
と
木
造
率
の
低

下
に
よ
る
木
林
需
要
の
減
少
、
木
材
価
格
の
低
迷
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
り
、

流
通
の
再
編
成
、
需
要
の
拡
大
に
向
け
て
新
し
い
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
町
と
森

六

林
組
合
・
製
材
業
界
一
体
と
な
っ
て
の
製
材
品
流
通
懇
話
会
の
東
京
市
場
へ
の
流
通
、

規
格
統
一
・
公
共
建
物
の
木
造
化
運
動
に
よ
る
畑
野
川
小
学
校
校
舎
、
町
立
久
万
美

術
館
の
建
設
等
が
あ
る
。
ま
た
、
県
林
業
試
験
場
の
久
万
町
移
転
も
公
表
さ
れ
、
新

し
い
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
技
術
の
開
発
や
応
用
、
木
材
・
林
産
の
付
加
価
値
高
度

化
の
加
工
技
術
研
究
な
ど
、
将
来
に
大
き
な
夢
を
抱
か
せ
て
い
る
。

昭
和
三
六
年
三
月
、
本
町
が
発
行
し
た

「
新
町
建
設
計
画
書
」

に
よ
る
と
、
久
万

町
の
基
本
的
構
想
と
し
て

①

土
地
利
用
の
高
度
化

②

産
業
の
振
興

③

交
通
網
の
整
備

④

教
育
・
文
化
の
向
上
と
厚
生
施
設
の
充
実

な
ど
を
あ
げ
、
そ
れ
を
手
直
し
し
な
が
ら
諸
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

更
に
、
久
万
町
は
四
国
の
軽
井
沢
と
も
呼
ば
れ
、
そ
の
自
然
景
観
は
四
季
の
変
化

に
富
み
、
夏
は
避
暑
地
、
秋
は
紅
葉
、
冬
は
ス
キ
ー
、
春
は
新
緑
の
地
と
し
て
観
光

資
源
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

特
に
、
文
部
省
指
定
の
名
勝
古
岩
屋
は
、
雄
大
な
奇
岩
が
並
び
た
ち
、
春
の
桜
、

秋
の
紅
葉
と
よ
く
調
和
し
て
み
ご
と
な
景
観
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
る
国
民

宿
舎
「
古
岩
屋
荘
」

は
、
良
質
の
温
泉
を
引
湯
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場

等
諸
施
設
も
整
備
さ
れ
、
ス
キ
ー
客
や
ゴ
ル
フ
客
、
四
国
霊
場
巡
り
や
観
光
客
の
拠

点
と
し
て
年
間
を
通
し
て
利
用
者
が
多
い
。

ま
た
、
三
坂
峠
は
本
町
の
玄
関
口
に
あ
た
り
、
海
抜
七
二
〇
㍍
、
眼
下
に
展
開
す

る
道
後
平
野
や
瀬
戸
内
海
、
遠
く
は
中
国
山
脈
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
道

三
三
号
線
の
休
憩
地
と
し
て
、
ま
た
夏
は
涼
風
を
求
め
て
訪
れ
る
観
光
客
で
に
ぎ



わ
っ
て
る
。

笛
ケ
滝
公
園
は
、
町
の
南
方
に
あ
り
、
池
を
前
に
し
て
丘
陵
を
背
と
す
る
ゆ
る
や

か
な
南
面
の
高
原
で
あ
る
。
冬
期
に
は
ス
キ
ー
場
と
な
り
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

散
歩
地
と
し
て
、
ま
た
キ
ャ
ン
プ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

四
国
八
八
カ
所
の
四
四
番
札
所
菅
生
山
大
宝
寺
は
、
大
宝
元
年
に
百
済
国
の
聖
僧

が
、
十
一
面
観
音
を
奉
持
し
て
菅
生
山
の
霊
地
に
草
庵
を
作
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
で

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
境
内
に
あ
る
樹
齢
三
五
〇
年
以
上
の
桧
林
や
、
う
っ
そ

う
と
茂
る
老
杉
の
参
道
は
実
に
奥
ゆ
か
し
い
。
毎
年
三
月
二
一
日
は
大
宝
寺
の
縁
日

で
あ
り
、
四
五
番
札
所
岩
屋
寺
の
縁
日
と
相
ま
っ
て
、
各
地
か
ら
の
参
拝
者
で
に
ぎ

わ
う
。

更
に
、
ス
キ
ー
ラ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
・
運
動
公
園
な
ど
地
域
の
自
然
を
生
か
し
た

健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
も
整
備
さ
れ
、
都
市
化
の
流
れ
と
余
暇
の
増
大
に
と
も
な
う

農
村
空
間
の
再
開
発
構
想
に
よ
る
自
然
休
養
村
・
家
族
旅
行
村
計
画
な
ど
県
下
に
先

が
け
て
導
入
し
、
観
光
農
園
な
ど
を
目
玉
と
し
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ェ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
の
要
請
に
応
え
る
都
市
と
農
村
の
交
流
場
つ
く
り
等
、
全
国
の
注
目
を
集
め
る
と

こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

古 岩 屋
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